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5月14日に開催された全体会で新役員体制がスタートし、2ヶ月余が経過しました。この間四役会議と役

員会が2回開催され、新たな取り組みが動き出しています。今回はそんな取り組みのいくつかを紹介とさ

せていただきます。 

 ある日の夜、職場近くのとある事業所に遊びにいった際、昨年
度の国家試験に惜しくも不合格になった職員がいた。聞けば、

受験生の知り合いは1人しかおらずモチベーションを維持するの

が難しい・・・との話。ならば・・・と企画書作成を依頼、受験生支

援企画の始まりでした。 
 また別に日、居宅のケアマネをしている方より、受験生仲間20
名ほどライングループを作ったが、会で応援してもらえないか・・
との電話。 
 そんな受験生達のご希望を受けて別紙チラシの受験生支援企
画、第一弾を始めます。初回は中央法規より参考書類の紹介も
あります。 
 担当するのは、今年度新たに創設された会員等のニーズに基
づき新しい事業を企画する使命を受けた企画調査委員会。 

 先日の役員会で、「もっと地
域の様々なイベントに顔を出し、
地域の実情や要望などを肌で
感じる活動をしよう！」と確認。
第一弾は、総務委員会あらた
め、広報連携委員会より提案
のあった8月21日（日）開催の
上記イベントに会としてボラン
ティア参加します。屋台を担当
することになりそうですが、是
非一緒にボランティアしません
か？ 
連絡は下記アドレスまで 

 社会福祉士会十勝地区支部では今年度初めて、
９士業（弁護士会・税理士会・司法書士会・社会保

険労務士会・土地家屋調査士会、行政書士会、

FP協会、宅地建物取引業協会）と合同で無料相

談会を開催します。 
 最近は成年後見制度の普及により弁護士や司
法書士と一緒に学ぶ・意見交換する機会が増えて
いたり、軽犯罪者に対する福祉的支援で弁護士と
の連携を始める段階にあります。今後様々な生活
問題に対する相談支援を進めていくためには、一
層多くの士業とつながっていくことが求められます。 
 今後実行委員会に参加しながら、随時相談担当
者の募集などを進めてまいりますので、会員の皆
様、是非ご参加くださいませ。 
  

 
 
◎PC・プロジェクター・WEBカメラ・集音マイク購入 
これまで会議や研修は帯広中心。町村の方に移動の負
担をかける形でした。今後遠方でも会議や研修に参加で
きる仕組みつくりに向け、購入させていただきました。 
◎SKYPE会議スタート 
先日の四役会と役員会でSKYPEを使用したWEB会議を試
行的に実施。接続の安定性等課題は残りましたが、今後
会議や研修等にも応用できればと思っています 
◎「認知症初期集中支援チーム検討委員会」に派遣 
市より要請あり先日の役員会には市担当者が出席。本委

編集後記 ■初めての支部長通信・・・いかがでしたでしょう？今後

いつ発行するか未定ですが、地区支部活動を知るツールとして、広

報連携委員会発行の地区支部通信とあわせてご愛読下さいませ 

■なおせっかく安くない会費を払っているのです。どんどん皆様の学

びや出会いの場として、地区支部をご活用ください。ご意見・要望等

は下記メールにてお寄せください。お待ちしております ■雨が続き

涼しい毎日になりそうですが、くれぐれもご自愛ください（東） 


